
【取組内容①】「デジタルポートフォリオ」を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

概要
自分の学びを自身で振り返り、生徒相互で見合い・学び合う機会創出のため、
クラウド上で白紙の段階から共有されたデータを使用した「デジタルポートフォリオ」
を学びの足跡として残していく。生徒たちは機会ある毎に他者の学びから自身の
学びを振り返ると共に、学びの記録の将来への活用等よりよい学びへとつなげていく。

Before After

増えると大変

Point!

残し方がまちまち

なくなりやすい

クラウドで一元管理

半永久的に保管可能

視点の明確化 クラウド保管の
意義理解

中学校卒業後は
個人クラウドへ

ねらい

成果 課題・展望

考えるテーマ、課題を明確に
し、思考・検索・編集・まとめ等
の自らの学びの時間を確保し、
その学びの過程や成果を記録
に残す。
更に、他者と共有し合いなが
ら、相互が自らの学びを更に
深めたり、グループの考え等を
構築したりする機会創出を
ICTの活用を通してねらう。

従来のノート・プリントだけでなく、
端末やインターネットを活用すること
により、広く・深く自身の学びを認識
することが可能となった。
生徒の自己有用感や積極性の
醸成にもつながり、将来に向けた
武器となることの気付きを得られた。

何をどう記録し、将来にどうつなげるのか
の見通しが不明確であり、次年度の課題
である。卒業後、個人クラウドにデータを
移行し、生涯に渡る財産（高校入試や
大学受験、就職などに向けた自分の学び
や人生の歩みを語れる資料と経験）にも
なり得るということも視野に入れていく。



【取組内容②】デジタル・シティズンシップはじめネットリテラシーの向上を目指す外部専門家によるオンライン授業

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

概要
専門的知見を有した有識者（大学教授等）による、生徒がネットいじめに対して
どのように向き合えばよいのか考える複数学級同時開催のオンライン特別授業を
実施することで、多面的・多角的なオンライン授業が可能であることの実証を得る。

Before After
オンラインで
複数学級同時実施

動画教材を活用

Point!
あえて匿名で集計できるアン
ケートフォームを活用する
ことで、言いにくい内容でも
発信できる。

ネットいじめが起きる
仕組みや S N Sの特徴に
ついての正しい知識が
不十分

課題・展望
学びをもとに、自分たちで今後ICTを
どう利活用していくのか、その模索や検討、
アイディア創出の時間を設定していく必要
がある。
生徒自らが課題を解決するために学び
たい外部人材等を探し、講演に向けての
交渉・運営に携わる実践にも挑戦したい。

ねらい

成果

デジタル社会で生きていく 生
徒達には、生徒一人一人がネッ
トリテラシーについて考え、意思
決定を促す場面を意図的・計
画的に創出していくこと必要で
ある。
ICTを活用したオンライン授
業により、有識者から得られる
貴重な学びを提供することをね
らいとする。

対面実施の際に生じる遠距離
問題の克服、高名な知識人から
得られる貴重な学びの提供、複数
対象が同時に学べる機会の提供が
実現できた。
専門的知見に触れ、SNS利活用
で問題が生じた際の新たな切り口・
対処法に気付く生徒が多数いた。



【取組内容④】継続的かつ対話的・協働的な教員研修の実施

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

概要
生徒にICTを利活用していく上での当事者意識と情報活用能力を身に付けさせる
というゴールを設定し、「継続的な伴走支援」を意識した、有識者（DX推進コー
ディネーター、大学教授等）による教員研修を実施。

Before After

継続的な伴走支援を実現

Point!

市教委委員会も
交えたオンライン
ミーティングの
機会を定期的に
設定することで、
研究の方向性を
常に確認

移動の問題等から、  
教員研修を設定しても  
単発での実施
研究が深まりにくい

課題・展望
「苦手」「できない」と感じている教員の心に火を
灯していきたい。
「校務のDX化」「自由進度学習」等にチャレンジ
したいという教員からの声もある。市教委主催の
年間指導計画相談会も利用しつつ、Teamsを
活用した「緩やかな学びの場」を大切にしていき
たい。次年度のリーディングDXスクール事業にも
手を挙げ、更なる研究を進めていきたい。

ねらい

成果

デジタル社会で生きていく生徒達の、
当事者意識と情報活用能力を育成
すべく、教員の資質・向上を図って
いく必要がある。
この達成するために、DX推進

コーディネーターや大学教授等から、
いわゆる年度一回単発の研修では
なく、「継続的な伴走支援」を意識
した教員研修を実施していただくこと
をねらいとする。

本校教員と有識者等の間で同じ絵を
描いた上で、研修を企画・実施すること
ができた。
研修が継続的であるため、前回学んだ
ことをもとに教育実践に移し、その結果も
指導者がフィードバックしてくれるため、
研修の深まりを感じた。現在、教員から
自発的な実践が生み出されてきている。

年間数回の研修を設定



【取組内容⑤】PBL×DCを意識した『ICTサロン』の開催 ～生徒が主体となり、学びを地域住民等に発信～

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

概要
探究的な学びの過程を意識し、「ICTの善き使い手」をテーマに、生徒が市民に
対して、デジタル・シティズンシップについて伝え、共有する機会を創出。

Before After
「 I C Tについて
今まで学んだ
ことを、市民
に伝え、共に
語り合う」と
いう P r o j e c t

Point!

I C Tサロン実施後、
参加者に対して
D X推進コーディ
ネーターが講演

当事者意識の醸成に
成功

まずは仲間の
小学生に教える

危険性偏重のモラル教育
トラブルは他人事

有用性を学ぶ機会が不足

課題・展望

参加者の大人達からも非常に好評であった
本取組。今後どう活かすか、市内はもとより
全国にどのように広げていくかが課題である。
対象者の拡大、オンライン実施、生徒が社
会に出て普及等様々な方法が考えられる。生
徒の自主性と意欲を尊重し、教員も生徒と共
に探究しつつ、既存のやり方等のモデルから新
しい価値への再定義を図ることも検討していく。

ねらい

成果

予測困難な時代において、問題発見・課題
設定をしながら、物事を探究し、新たな価値を
創造していく力を身に付けた生徒を育成してい
きたい。
また、グローバル化の進展や絶え間ない技術
革新等の中でも、自ら考え意思決定できる
「ICTの善き使い手」の視点をもった生徒を育
成していきたい。
PBLとDCをセット化したプロジェクトの実施
で上記生徒の育成を図ることをねらいとする。

「生徒がICTについて大人に教える、共に語り
合う」という活動は、子供達にとって非常に心躍る
ミッションであった。それゆえ、従来行われがちで
あった、大人から子供に一方的に伝える情報
モラル教育とは一線を画し、知識としての定着も、
当事者意識をもった学びも実現できた。
探究の過程では、共に実践したさかえ小学校
児童との協働的な学びも生まれ、ねらいの達成
が図れた。
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